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バスケットボールのハーフコート。オフェンスにおける  

ディフェンス戦術について  

大高敏弘＊，吉田健司＊＊，内山治樹＊＊  

AStudyofthedeftnsivetactics正〉rthehalfcourto飴nseinbasketball  

ToshihiroOTAKA＊，KenjiYOSH旧A＊＊，Haruk‖」C川YAMA串＊   

Thisstudywasintendedtoclari＆thedefensivetacticsforthehalicourtoffense  

relatedtodriveinmenIscollegebasketballteams．Typesofdriveweredescribedas  

baselinedrivewhichpenetratedintothepaintarea（DriveBI），middledrivewhichpen－  

etratedintothepaintarea（DriveMI），baselinedrivewhichdidnotpenetrateintothe  

paintarea（DriveBO），andmiddledrivewhichdidnotpenetrateintothepaintarea  

mriveMO）．Relationshipsbetweenthedrivemethodandsuccessfuldriveshots（drive  

toshoot），dr航shots（shotaAerreceivingpass血・Omdrive），andthede鎚nsivetactics  

relatedtodrivewereanalyzed．   

meresultswereasfo1lows：1）I）rivewasmainlyinitiated＆omtheforwardposi－  

tion（56．2％）andtheguardposition（32．1％）．Nosigni丘cantdifEerenceswereobserved  

betweenthefourdrivemethods＆omthefbrwardposition．2）Successfu1driveshots  

anddri洗shotswereachievedwhenDriveBIandDriveMIwereconducted．Ontheother  

hand，DriveBOandDriveMOdidnotleadtosuccessfulshots．3）Whendriftshot＄  

WereCOnductedafterDriveMI，SuCCeSSfulshotshappenedwhenhelp－and－reCOVerde－  

fensivetacticswereused，butunsuccessfu1shotsoccurredwithhelp－and－rOtationde－  

jensivetactics．   

Fromtheresultsabove，itwasident通edthatpreventingbaselinedrivesandmiddle  

drives血・Ompenetratingintothepaintareawasimportant．AIso，itwassuggestedthat  

individualtac也csforhebsidedefendersshouldincludetakingaproperhelppos氾onto  

prepareforhelpandhelp－and－rOtation．   
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人戦術を遂行することが重要であり，チー  

ム・ディフェンスは，基礎技私個人戦術，  

グループ戦術を内包している。   

ところで，チーム・ディフェンスのシステ  

ムには，（1）コ岬トのF［l央に向かってオフェ  

ンスを追い込んでいく「ファネル・ディフェ  

ンシブ・フィロソフィー」，（2）コートの外  

側へとオフェンスを追い込んでいく「ファ  

ン・ディフェンシブ・フィロソフィー」の2  

つの考え方が存在する（Baker，1982）。内山  

（2000）はファネル・フィロソフィーが効力を  

発渾するにはコート中央もしくはゴール近辺  

に強力なポストプレイヤーの存在が不可欠だ  

が，ファン・フィロソフィーではコート中央  

やゴールを守るためにお互いが助け合うこと  

になり，常に基本に忠実で適切なポジション  

でディフェンスをするプレイヤーがいれば才  

能に依存せずに，チーム・ディフェンスが発  

揮できるとし，ファン・ディフェンシプ・  

フィロソフィーを採用すべきと報告してい  

る。さらにSmith（1981，pp161－185），ナイ  

ト・ニューエル（1992，pp42－56），倉石  

（1996，PPlO－13），Winters（2006）のディフェ  

ンスの考え方とドリルからも，フアン・ディ  

フェンシプ・フィロソフィーを採用すること  

を腎定していることが窺え，近年では，フア  

ン・デイブェンシプ・フィロソフィーがチー  

ム・ディフェンスの主流となっている。   

一方，チーム・オフェンスはファスト・ブ  

レイク，アーリー・オフェンス，ハーフコー  

ト・オフェンスの3つに大別され∴加藤ほか  

（1993），大高ほか（2006）は，ゲームにおいて  

攻撃の約70％がハーフコート・オフェンスで  

あったと報告している。このようにゲーム中  

多く行われるハーフコート・オフェンスで  

は，近年Smith（1981，pp．26－40），Winters  

（2006），中川（2006），内山（2006）が提案する  

カット，ドライブ，スクリーンを使用した  

モーション・オフェンスによる攻撃が主流と  

なっている。  

Ⅰ．はじめに  

バスケ、ソトボールは叫定時間プレイし，得  

点の多寡を争う競才支である。その時性を吉井  

（1986）は，「ボールの所有」と「得点」を争点と  

する利害相反し対立関係に立つ2つのチーム  

が同村ーコー ト上に存在することと説明してい  

る。このことから，バスケットボールのオ  

フェンスとディフェンスの関係は表裏一一一－一体と  

考えられ，オフェンスの目的は，成功率の高  

いシュートチャンスができるまでパス，ドリ  

ブル，カット，スクリ…ンプレイを行って，  

ボールの所有を失わずに得点すること，ディ  

フェンスの目的は，シュートを防ぎ，オフェ  

ンスのパス，ドリブル，カットなどの攻撃動  

作に対応しつつ，ボールの所有の奪取をねら  

うことと捉えることができる。   

ディフェンスの原則として，内山（2000）  

は，オフェンスに空間的，時間的，数的優位  

からなる余裕を与えないことと報告してい  

る。また，個人戦術は，ボールやマークマン  

に常に「プレッシャー」をかけ，敵の危険なプ  

レイヤーやエリアへボールを進めさせないよ  

うに「ディナイ」し，ボールラインまで後退し  

て「ヘルプ」のポジションをとることをあげ，  

ディフェンスの原則と個人戦術を適切に発揮  

するための基礎技術は，マークマンを守るこ  

とに必要な構えをとる「ボディー′†ランス」と  

オフェンスの前後，左右の動きに対応する  

「フットワーク」から構成されると報告してい  

る。   

グループ戦術はSmith（1981，pp175－198），  

吉井（1987，pp327－340），ナイト・ニューエ  

ル（1992，pp42－58），ウットウン（1994），倉  

石（1996，pplO6－135）の指導書から，（1）ス  

クリーンに対するディフェンス，（2）カット  

プレイ（ドライブを含む）に対するディフェン  

スと捉えることができる。グループ戦術が十  

分に効力を発揮するには，ボール保持者，  

ボール非保持者に対して強固な基礎技術と個  
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オフェンスとディフェンスは表裏山体の関  

係にあるが，これまでディフェンスに関する  

研究は．内山（2000）のディフェンスの構造分  

析，吉田（2005）のチーム・ディフェンスの構  

築というように，ディフェンスの理論を分析  

したもの，岩本ほか（1989），山本ほか（2005）  

のディフェンスの構えの研究というように  

ディフェンスの基礎技術を分析したものが中  

心であり，ゲーム中のディフェンスの戦術行  

為に関するものは見受けられないのが現状で  

ある。   

そこで，本研究はモーション・オフェンス  

の構成要素の一つであるドライブに焦点をあ  

て，ドライブに対応したディフェンス戦術を  

分析，検討することによって，バスケ、ソト  

ボールのハーフコート・オフェンスにおける  

ディフェンス戦術の実態を明らかにし，チー  

ム・ディフェンスを指導する際の知見を得る  

ことを目的とした。   

Ⅱ．研究方法   

1．対象ゲーム   

2005年度K大学リーグ戦2部上位4チーム  

同士の12ゲームを分析の対象とした。なお対  

象としたチームは2005年度K大学リーグ戦2  

部上位のA（1位），B（2位），C（3位），D  

大学（4位）で，4大学間の対戦成績はA（4  

勝2敗），B（4勝2敗），C（2勝4敗），D  

（2勝4敗）であった。また2005年度K学生選  

手権ではA，C，Dが1部チームに勝利し，  

ベスト8に進出し，2005年度全日本大学選手  

権ではA大学が5位に入賞した。したがっ  

て，本研究で対象とした4チームは大学トソ  

プレベルにある。  

2．分析項目   

本研究では，ハーフコート・オフェンスの  

定義を内山（2004）の報告を参考にし，フロン  

トコートにオフェンスとディフェンスが5人  

ずつ入り，ディフェンスがそれぞれのオフェ  

ンスについた状態とした。   

VTR録画された12ゲームからハーフコー  

ト・オフェンスにおいて，ディフェンスがオ  

フェンスにプレッシャーをかけられる距離で  

マークしている状態からドライブを行った場  

面を抽出した。さらに．荻田ほか（1995；  

1996），内山（2004）の報告及びバスケット  

ボール指導教本（2002）を参考にフロントコー  

トを図1に示すように区分し（a，b：ガード  

ポジション，C，d：フォワードポジション，  

e，f：コーナー），①ドライブ開始位置，②  

ドライブの方向，③侵入位置，④ドライブか  

らのプレイ，⑤シュートの成否，⑥ドライブ  

に対応したディフェンスの動きを記録した。   

本研究ではドライブの種類について．「制  

限区域を守る」ということに番目し，以下の  

ように分類した。  

（1）ドライブBI：オフェンスがコートの中   

央から離れた場所に向かってドライブ   

（ベースラインドライブ）を行い，制限区   

域の内側に侵入したドライブ  

（2）ドライブMI：オフェンスがコートの中   

央へとドライブ（ミドルドライブ）を行  

い，制限区域の内側に侵入したドライブ  

（3）ドライブBO：オフェンスがコートの中   

央から離れた場所へとドライブ（ベース  

ランドライブ）を行い，制限区域の内側  

に侵入しなかったドライブ  

JS O（ジャンプシュート成功1  

①且乳4，5・▼ オフェンス Ⅹ1‰且ぷJk ‥・ヂ1・フユ∴十ス  

＼／＼ハJ ドライブ  うプレイヤーの動き －－－－－－● ハス  

図1 フロントコート区分と記録例  
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（4）ドライブMO：オフェンスがコート中央  

ヘドライブ（ミドルドライブ）を行い，制  

限区域の内側に侵入しなかったドライブ   

また，ドライブから行われるプレイは以下  

の6種類とした。  

（1）ターンオーバー：ドライブを行っている  

最中あるいは終了したときにドリブルミ  

ス，キャッチミスなどのターンオー  

バー。ドライブからチャージングのオ  

フェンスファール  

（2）ドライブ・シュート成功：ドライブを行  

い，レイアップシュート．ストソプして  

ジャンプシュー ト，ステップインシュー   

トが成功  

（3）ドライブ・シュー ト不成功：上述のドラ  

イブ・シュートが不成功  

（4）パス：ドライブを行い，シュートせずに  

味方にパスし，パスを受けたプレイヤー  

もシュートせずに他の味方にパスあるい  

はボールを保持  

（5）ドリフト・シュー ト成功：ドライブを行  

い，シュートせずに味方にパスし，パス  

を受けたプレイヤーがジャンプシュー   

ト，パワーレイアップシュート，1対1  

からのシュートが成功  

（6）ドリフト・シュート不成功：上述のドリ  

フト・シュートが不成功   

さらに，内山のディフェンスの原則，グリ  

フィンほか（1999，pp54－56），ナイト・  

ニューエル（1992，pp85－90），倉石（1996，  

pp62て1）の報告を参考にドライブに対応した  

ディフェンスの戦術は図2に示す4種類とし  

た。  

（1）個人：オフェンス①のドライブに対応し   

て・ディフェンスⅩ＝Ⅹ∫i，Ⅹ．1・Ⅹ5   

はヘルプできるポジションをとり，ディ   

フェンスⅩ1がドライブを止め，オフェ  

ンス①がオフェンス3にパスを出したと   

き，ディフェンスⅩ‥うがオフェンス3を  

マークしたというように，ドライブに  

ノし、′■レ′・1’／  ′、′L ノ・1ノIl卜 r－′ ヨ／  

動乱仙j・＝1‾つⅠノ／ス  XIXご．X～，X】，‰；＝＝ デイ∵㌧ンス   

＼、′ノヘ＼ハ トライブ      こ ワトーヤーJ）鋤き …－……・ ■バ1  

図2 ディフェンス戦術の分顆   

マークマンのディフェンスが対応し，ド  

ライブ後のパスにもマークマンのディ  

フェンスが対応した戦術  

（2）ヘルプ：オフェンス①のドライブに対応   

して，ディフェンスⅩ・7，Ⅹ：i，Ⅹ4，Ⅹ5   

はヘルプできるポジションをとり，ディ   

フェンスⅩlが抜かれたためディフェン   

スⅩりがヘルプしドライブを止め，オ  

フェンス①がオフェンス3にパスを出し   

たとき，ディフェンスⅩ：iがオフェンス  

3をマークしたというように，ドライブ   

に他のマークマンのディフェンスが対応  

し，ドライブ後のパスにマークマンの   

ディフェンスが対応した戦術  

（3）ヘルプ・アンド・リカバー：オフェンス   

①のドライブに対応して，ディフェンス   

Ⅹ”Ⅹ3，Ⅹ4・Ⅹ5はヘルプできるポ   

ジションをとり，ディフェンスⅩ1が抜   

かれたためディフェンスⅩ‥うがヘルプし   

ドライブを止め，オフェンス①がオフェ   

ンス3にパスを出したとき，ディフェン   

スⅩ＝iが素早く戻ってオフェンス3を   

マークしたというように，ドライブに他   

のマークマンが対応し，ドライブ複のパ   

スにマークマンのディフェンスが素早く  
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ドライブの出現数は1ゲーム1チームあたり  

21．7±3．6であった。分散分析と多重比較の結  

果，いずれのドライブにおいても，ガードポ  

ジションのa地域とb地域，フォワードポジ  

ションのc地域とd地域，コーナーのe地域  

とf地域にドライブ出現数に有意な差は認め  

られず，同ポジションで左右差がないという  

ことが明らかになった。したがって以後の分  

析をガード，フォワードおよびコーナーのポ  

ジション ごとに行った。  

1．ドライブ開始ポジションとドライブの種類   

衷1より，ドライブ出現数はドライブ開始  

ポジションによって巽なり，フォワードポジ  

ション（52．6％），ガードポジション（32．1  

％），コーナー（15．3％）の順で，ハーフコー  

ト・オフェンスではドライブの約85％がフォ  

ワードポジション，ガードポジションから行  

われたということが明らかになった。   

また，ガードポジションではドライブBI  

（40．0％），ドライブMI（28．2％），ドライブ  

BO（16．5％），ドライブMO（15．3％）の順  

で，ドライブBIはドライブBO，ドライブ  

戻り対応した戦術  

（4）ヘルプ・アンド・ローテーション：オ  

フェンス①のドライブに対応して，ディ   

フェンスⅩヮ，Ⅹ：ミ，Ⅹ4，Ⅹ5はヘルプ  

できるポジションをとり，ディフェンス   

Ⅹlが抜かれたためディフェンスⅩ：弓がヘ   

ルプしドライブを止め，オフェンス①が  

オフェンス3にパスを出したとき，ディ   

フェンスⅩ5がオフェンス3をマークし   

たというように，ドライブに他のマーク   

マンが対応し，ドライブ彼のパスに他の  

マークマンが対応した戦術  

3．結果の処理   

平均値の比較には分散分析を用い，有意差  

が認められた場合には′mkeyのHSD法による  

多重比較検定を行った。比率の比較にはズ2  

検定とnsherの直接確率計算法を用いて検定  

を行った。なお有意水準はp＜0．05とした。   

Ⅱ．結果および考察  

表1はドライブ開始地域別におけるドライ  

ブの出現数と出現割合を示したものである。  

衰1ドライブ開始地域別におけるドライブの出現数と出現割合   

ガード  フォワード  コーナー  

a  b  c  d  e  f  計  

7．0±2．4  

（31．8％）  

6．6±2．4  

（30，1％）  

4．5±2．6  

（20．4％）  

3．9±1．3  

（17．8％）  

1．4±0．9 1．4±0．9 1．5＝ヒ1．0 1．6±1．0 0．4±0、5 0，7＝ヒ0．7   

41．5％   3臥6％   28．9％   25．3％   21．4％   41．0％  

40，0％  27．0％  40．7％   

0．9±0．8 1．1：±0．8 1．4±0．9 1，8±1．0 0．8±0．9 0，6：±0．7   

25．6％   30．7％   26．6％   29．3％   42，9％   3臥5％  

28．2％  28．1％  30．9％  

ドライブBI  

ドライブMI  

0．6±0．7  0．6＝ヒ0．6 1．2±1．0 1．6±1．0 0．3±0．4 0．2：±0．4  

ドライブBO17．1％ 15．9％  22．7％  25．3％ 19．0％ 12．8％  
18．5％  24．1％  16．0％  

0．5±0．5  0．5＝ヒ0．7 1．2±0．9 1．3：土0．7  0．3±0．5 0．1：土0．3  

ドライブMO15．9％ 14．鍋  21．9％  20．0％ 16．7％  7．7％  
15．3％  ヱ0．9％  1之．3％  

3．4±1．2 3．7±1．1 5．3±2．0 6．3±1．9 1．7±0．9 1．7±0．8  21．7±3．6  

（15．5％） （16．6％） （24．2％） （28．4％） （7．9％） （7．4％）  
計  

上段：出現数の平均±SD  

中段：ドライブ開始地域におけるドライブの種類の割合  

下段：ドライブ開始ポジションにおけるドライブの種類の割合  

（）：1ゲーム1チームあたりの総ドライブ数に対する割合  
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MOに比べ有意に多かった。フォワードポジ  

ションではドライブの種類による差は認めら  

れなかった。コーナーでは，ドライブMI  

（40．7％），ドライブBI（30．9％），ドライブ  

BO（16．0％），ドライブMO（12．3％）の順  

で，ドライブMIはドライブBO，ドライブ  

MOに比べ有意に多かった。すなわち，いず  

れのドライブ開始ポジションともドライブB  

IとドライブMI，ドライブBOとドライブ  

MOの出現数に有意な差が認められず，ドラ  

イブの方向すなわちベースラインドライブと  

ミドルドライブの出現数には差がないという  

ことが明らかになった。   

モーション・オフェンスの原則の1つとし  

てゴールへ向かうカッターにパスができな  

かった場合はミドルドライブを行う（内山，  

2006）ことから，オフェンスは広いスペ岬ス  

が得られるミドルドライブを多く行う意図が  

あると考えられる。しかし，今回得られた  

ベースラインドライブとミドルドライブの出  

現数に差がみられなかったという結果は，オ  

フェンスをエンドライン方向（コートの外側）  

に追い込むというフアン・ディフェンシブ・  

フィロソフィーの意図が機能していたと推察  

される。  

2．ドライブ開始ポジションおよびドライブ  

別におけるプレイの種類   

図3はドライブ開始ポジションごとにドラ  

イブ別にプレイの出現割合を示したものであ  

る。ガードポジションにおいて，ドライブB  

Iではドライブ・シュート成功（42．6％），ド  

リフト・シュート成功（32．4％）がドライブ・  

シュート不成功（10．3％），ドリフト・シュー  

ト不成功（10．3％），ターンオーバー（4．4％）に  

比べ出現割合が有意に高かった。ドライブM  

Iではドライブ・シュート成功（50．0％），ド  

リフト・シュート成功（37．5％）がドライブ・  

シュート不成功（6．3％），ドリフトシュート  

不成功（6．3％）に比べ出現割合が有意に高  

かった。ドライブBO，ドライブMOではプ  

レイの出現割合には差がみられなかった。   

フォワードポジションにおいては，ドライ  

ブBIではドライブ・シュート成功（62．7  

％），ドライブMIではドライブ・シュート  

成功（38．5％），ドリフト・シュート成功（33．3  

％）の出現割合が有意に高かった。ドライブ  

BOではパス（40．3％），ドリフト・シュー ト  

不成功（22．4％），ターンオーバー（19．4％），  

ドライブ・シュー ト不成功（16．4％）の出現割  

合が有意に高かった。ドライブMOではパス  

ロターンオーバー 四ドライブ・シュwト成功 田ドライブ・シュート不成功  

田パス  ロドリフトシュート成功 随ドリフトシュート不成功  

図3 ドライブ開始ポジションおよびドライブ別におけるプレイの出現割合  
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ドライブで制限区域の内側に授人させる  

と，オフェンスがゴール近辺でより成功率の  

高いシュートを打つことが可能となる。大高  

（2006）はドリブルドリフト（ドライブからパ  

スを受けてシュート）で制限区域の内側から  

パスを出すときには，ドリブラーがゴー ルへ  

向かっているため味方のプレイヤーの動きを  

確認することが容易であり，多くの方向への  

パスが可能であると指摘し，さらにWinters  

（2006）はオフェンスのドリブル・ペネテレー  

ション（ドライブ）をペイントエリア（制限区  

域）の内側に侵入させる前に阻止すると述べ  

ていることから，ディフェンスにとってドラ  

イブを制限区域内に侵入させないことの重要  

性が確認された。  

3．ディフェンス戦術別におけるドライブお  

よびドリフトの成否   

ドライブ別にディフェンス戦術ごとのドラ  

イブおよびドリフトの成否の出現割合を図4  

（ガードポジションからのドライブ），図5  

（フォワードポジションからのドライブ）に示  

した。〉   

ガードポジションからドライブBIが行わ  

（36．2％），ドリフト・シュート不成功（31．0  

％），ドライブ・シュー ト不成功（27．6％）の  

出現割合が有意に高かった。   

コーナーにおいては，ドライブBIではド  

ライブ・シュー ト成功（52．0％）がドリフト・  

シュート成功（24．0％），ドリフト・シュート  

不成功（24．0％）に比べ出現割合が有意に高  

かった。ドライブMIではドライブ・シュー  

ト成功（42．4％）がドリフト・シュート不成功  

（15．2％），ドライブ・シュート不成功（9．1  

％），ターンオーバー（6．1％）に比べ出現割合  

が有意に高かった。   

以上のことから，ドライブの方向に関わら  

ず制限区域の内側に侵入したときには「ドラ  

イブから直接シュート」，「ドライブからのパ  

スを受けてシュート」の出現割合が高く，ド  

ライブ・シュート成功及びドリフト・シュー  

ト成功の出現割合が高いことが判明した。一  

方，制限区域の内側に侵入しなかったときは  

「ドライブからターンオーバー」，「ドライブ  

からパス」の出現割合が高くなり，ドライ  

ブ・シュート成功およびドリフト・シュート  

成功の凪現割合が低かったことが明らかに  

なった。  

ロドライプ成功  田ドライブ不成功  国ドリフト蛾功  ロドリフト不成功  

＊ロMテ…ションこヘルプ・アンド・ローテーション  リカバー：ヘルプ・アンド・リカバーを示す  

図4 ドライブおよびディフェンス戦術別のドライブ，ドリフトの成否の出現割合  

（ガードポジション）  

ー 7 －   



ロドライブ心力  田ドライブ棚功 因トリフ＝ぬ功  ロドリフト≠成功  

＊ローテーション：ヘルプ・アンド▲ローテーション  リカバー：ヘルプ・アンド・リカバーをホす  

図5 ドライブおよびディフェンス戦術別のドライブ，ドリフトの成否の出現割合  
ドポジション）  

フォワードポジションからドライブBIが  

行われたとき，個人で対応時のドライブ成功  

（93．5％），ヘルプで対応時のドライブ成功  

（62．1％），ヘルプ・アンド・ローテーション  

で対応時のドリフト不成功（77．8％）が有意に  

高かった．  

ドライブMIでは，個人で対応時のドライ  

ブ成功（57．9％），ヘルプで対応時のドライブ  

成功（95．0％），ヘルプ・アンド・リカバーで  

対応時の下リフト成功（92．0％），ヘルプ・ア  

ンド・ローテーションで対応時のドリフト不  

成功（92．9％）が有意に高かった。  

ドライブBOでは，個人で対応時のドリフ  

ト不成功（62．5％），ドライブ不成功（37．5  

％），ヘルプで対応時のドライブ不成功  

（100．0％），ヘルプ・アンド・リカバーで対  

応時のドリフト不成功（94．7％），ヘルプ・ア  

ンド・ローテーションで対応時のドリフト不  

成功（100．0％）が有意に高かった。  

ドライブMOでは，個人で対応時のドリフ  

ト不成功（52．4％），ドライブ不成功（47．6  

％），ヘルプで対応時のドライブ不成功（81．8  

％），ヘルプ・アンド・リカバーで対応時の  

ドリフト不成功（100．0％）が有意に高かっ  

（フォワー   

れたときは，個人で対応時のドライブ成功  

（66．7％），ヘルプで対応時のドライブ成功  

（72．4％），ヘルプ・アンド・リカバーで対応  

時のドリフト成功（100．0％）が有意に高かっ  

た。   

ドライブMIでは，個人で対応時のドライ  

ブ成功（100．0％），ヘルプで対応時のドライ  

ブ成功（82．4％），ヘルプ・アンド・リカバー  

で対応時のドリフト成功（93．3％）が有意に高  

かった。   

ドライブBOでは，個人で対応時のドライ  

ブ不成功（69．2％）が有意に高かった。   

ドライブMOでは，ヘルプで対応時のドラ  

イブ不成功（87．5％），ヘルプ・アンド・ロー  

テーションで対応時のドリフト不成功（100．0  

％）が有意に高かった。   

これらのことから，ガードポジションから  

ドライブが行われ制限区域の内側に侵入され  

た場合，個人，ヘルプで対応するとドライブ  

成功，ヘルプ・アンド・リカバーで対応する  

とドリフト成功が多くなり，一方，制限区域  

の内側に侵入されないとドライブおよびドリ  

フト不成功が多くなるということが明らかに  

なった。  
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た。   

したがって，．オフェンスに制限区域の内側  

への侵入を許し，「ドライブからのパスを受  

けてシュート」のプレイが行われたときに  

は，ヘルプ・アンド・ローテーションで対応  

すろべきである。   

さらに，Smith（2002）．Alford（2002），  

Winters（2006）が，ヘルプサイド（コートを  

ゴールとゴールを結んだミドルラインによっ  

てコートを縦半分に分けたときのボールがな  

いサイド）のディフェンスはボールがフリー  

スローラインより上にあるときにはミドルラ  

イン上に位置し，ボールがフリースローライ  

ンより下にあるときにはミドルラインから仙→  

歩ボール方向に寄ったところに位盲資すると述  

べているように，ヘルプあるいはローテー  

ションの準備のために，ヘルプのポジション  

をとるというディフェンスの個人戦術の重要  

性が確認された。   

Ⅳ．まとめ  

本研究は，バスケットボールのハーフコー  

ト・オフェンスにおけるドライブに対応した  

ディフェンス戦術の実態を明らかにし，チー  

ム・ディフェンスを指導する際の指針を得る  

ために，大学男子のゲームを対象に分析，検  

討したところ，次のようなことが明らかに  

なった。  

1）ドライブ開始ポジションはフォワードポ  

ジション（52．6％），ガードポジション   

（32．1％）が多かった。  

2）フォワードポジションからのドライブで  

はドライブの方向，侵入した地域の適い  

による差はみられなかった。  

3）ドライブの方向に問わらず，制限区域の  

内側に侵入したときはドライブから直接  

シュート（ドライブ・シュート），ドライ  

ブからのパスを受けてシュート（ドリフ   

ト・シュー ト）ともシュー ト成功率が高  

く，制限区域の内側に侵入しなかったと  

た。   

これらのことから，フォワードポジション  

からドライブが行われ制限区域の内側へ侵入  

させると，個人，ヘルプで対応するとドライ  

ブ成功，ヘルプ・アンド・リカバーで対応す  

るとドリフト成功，ヘルプ・アンド・ロー  

テーションで対応するとドリフト不成功が多  

くなることが明らかになった。一方，制限区  

域の内側に侵入させないと個人，ヘルプで対  

応するとドライブ不成功，個人，ヘルプ・ア  

ンド・リカバー，ヘルプ・アンド・ローテー  

ションで対応するとドリフト不成功が多くな  

る傾向にあった。   

したがって，「ドライブから直接シュート」  

では，ドライブを制限区域の内側に侵入させ  

ないことが重要であり，そのためにもボール  

マンにプレッシャーをかけ，ガードポジショ  

ンからのドライブに対してはコートの外側す  

なわちサイドラインヘ，フォワードポジショ  

ンからのドライブに対してはエンドラインへ  

追い込むというボール保持者に対するディ  

フェンスによるドライブのディレクション  

（方向付け）が重要であることが確認された。   

また，ワンパス・アウェイのボール非保持  

者（ボール保持者の隣）に対するディフェンス  

の個人戦術としては，吉升（1987，pp319－  

322）が，ボール保持者がドライブを行ったら  

直ちにディナイすることをやめ，ヘルプのポ  

ジションをとり，そしてドライブを止めなけ  

ればならないと述べているように，素早くヘ  

ルプすることが重要であると考えられる。  

「ドライブからのパスを受けてシュート」で  

は制限区域の内側に侵入させると，ヘルプ・  

アンド・リカバーで対応するとドリフト成功  

率が高く，ヘルプ・アンド・ローテーション  

で対応するとドリフト不成功となる割合が高  

い。一方，制限区域の内側に侵入させない  

と，ヘルプ・アンド・リカバー，ヘルプ・ア  

ンド・ローテーションのどちらの戦術でもド  

リフト不成功となる割合が高いことが判明し  
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パ、ソシング型オフェンスの構築－．バス   

ケットボール・マガジン・クリニ、ソク，14  

（3），pp12－15，2006  

ナイト，ニューエル著，笠原成元監訳：ウイ   

ニング・バスケットボール一勝つための理   

論と練習法－．大修館書店，1992  

日本バスケ、ソトボール協会編：バスケット   

ボール指導教本．p337，大修館書店，2002  

荻田売，渡辺一志，松永智，嶋田出雲：バス   

ケットボール競技における攻撃行動の地域   

特性．大阪市立大学保健体育研究紀要31，  

15t20，1995  

荻田売，渡辺山志，松永智，嶋田出雲：バス   

ケ、ソトボール競技におけるスクリーンプ   

レーの研究．大阪市立大学保健体育研究紀   

要32，11－18，1996  

大高敏弘，内山治樹，武井光彦，吉田健司：   

バスケットボールのハーフコート・オフェ   

ンスについての一考察：パス地域とパスを   

受けるためのプレイに着日して．大学体育   

研究 28，1－13，2006  

Smith，D．：Ba＄ketball，multipleoffenseand   

deftnse．PrenticerHall，1981  

Smith，0．：frKentuckyIsbasketballsystemlr，   

Krause，］．＆Pim，R．（ed，），Coachingbasket－   

bal1－Rev．andupdated－．McGraw・Hill，PP385－   

386，2002  

内山治樹：バスケットボールにおけるディ   

フェンスの基礎技術と個人戦術の精選構造   

化に関する一考察．スポーツ方法学研究13  

（1），171－184，2000  

内山治樹：バスケットボール競技における   

チーム戦術の構造分析．スポーツ方法学研   

究17（1），25－39，2004  

内山治樹：モーションオフェンスで戦う－   

パッシング型オフェンスの構築－．バス   

ケットボール・マガジン・クリニック，14  

（3），pp2ひ23，2006  

Winters，B．：Basketballo飴nses．  

http；／／ⅥW．COadl放eapro．tripod．com／basket－  

きは，両プレイともシュート成功率が低  

かった。  

4）制限区域の内側に侵入したミドルドライ  

ブからドリフト・シュートが行われたと   

き，ヘルプ・アンド・リカバーで対応す  

るとドリフト・シュート成功となる割合  

が高く，ヘルプ・アンド・ローテーショ  

ンで対応するとドリフト・シュート不成  

功となる割合が高かった。   

以上のことから，ドライブを制限区域の内  

側に侵入させないこと，ヘルプサイドのディ  

フェンスはヘルプ，ヘルプ・アンド・ロー  

テーションに備えて，適切なヘルプポジショ  

ンをとるというボール非保持者のディフェン  

スの個人戦術の重要性が示唆された。今回の  

分析結果は，チーム・ディフェンスを指導す  

る上での一指針になると考えられる。   
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